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令和 3年度当初予算要求状況について(関係分)

1 施策別予算要求状況

施策番号 施策名

152 廃棄物総合対策の推進

計

2 1 1 
人権が尊重される社会づ

くり

計

2 5 5 
市町との連携による地域

活性化

計

行政運営 2
行財政改革の推進による

県行政の自立運営

行政運営 3
行財政改革の推進による

県財政の的確な運営

行政運営 6 スマート自治体の推進

量f

行政委員会 i行政委員会の事務

小計

人件費

公債費(一般会計)

その他
公債費(県債管理特別会計)

交際費、予備費

計

合 言十

A 32Z 
一般会計

計

)lIJ 

内
県債管理特別会計

訳

令和3年度

要求額

13. 181 

13， 181 

7，084 

7，084 

11， 425 

11， 425 

725， 363 

123， 046， 853 

1， 092， 453 

124， 864， 669 

397 

397 

7， 289， 602 

115，256，758 

(143， 234，470) 
113， 834，470 

50， 061 

(265， 830，891) 
236，430， 891 

(390， 727， 647) 
361， 327， 647 

239， 320， 853 

(151， 406，794) 
122， 006， 794 

(注) ( )内は、借換債発行分を含めた額です。

令手口 2年度

当初予算額

14， 801 

14，801 

4，374 

4， 374 

14，300 

14， 300 

820， 147 

115， 864， 984 

1，503， 924 

118， 189， 055 

307 

307 

7，465， 578 

109， 323， 301 

(145， 293， 962) 
113，893，962 

50， 061 

(262， 132， 902) 
230， 732， 902 

(380， 355， 739) 
348， 955， 739 

232， 864， 402 

(147，491， 337) 
116，091，337 

(単位:千円)

増減額

ム1，620 

ム1， 620 

2， 710 

2， 710 

ム2，875 

ム2，875

ム94，784 

7， 181， 869 I 

6411， 471 I 

6，675，6141 

90 

90 

5， 933， 457 

(ム2，059， 492) 
ム59，492I 

。
(3， 697， 989) 
5， 697， 989 

(10， 371， 908) I 
12， 371， 908 

6，456，451 

13，915，457) 
5，915，457 



2 主な事業

行政運営 2 行財政改革の推進による県行政の自立運営

行政改革推進事業[基本事業名:4020 I 県民の皆さんに成果を届けるための仕事の進

め方改革の推進]

予算額・ (R2) 2， 8 2 3千円 → (R3) 2， 1 5 7千円

事業概要挑戦する風土・学習する組織づくりなど、三重県行財政改革取組におけ

る各取組を進めるとともに、庁内におけるワーク・ライフ・マネジメント

の推進に取り紐みます。また、法令等を遵守しつつ、適正に業務を執行す

るため、内部統制制度を運用します。

政策評価等推進事業[基本事業名:4020 I 県民の皆さんに成果を届けるための仕事の

進め方改革の推進]

予算額:(R2) 7 4 6千円 → (R3) 6 7 1千円

事業概要:施策や事業展開の評価を的確に行い、評価結果等を「成果レポートJと

して取りまとめて公表することにより、県民の皆さんとの情報共有を図

ります。また、施策の臼標達成に資するため、外部有識者等からの意見を

参考に事業の見直しを行います。

文書管理事務費[基本事業名:4020 I 県民の皆さんに成果を届けるための仕事の進め

方改革の推進]

予算額:(R2) 2 3， 2 1 4千円 → (R3) 2 4， 6 7 8千円

事業概要・三重県公文書等管理条例に基づき、文書の引継ぎ、保存及び廃棄等、文

書の適正管理の徹底に取り組みます。また、公f'Pの適正な管理、文書収発

の円滑な処理並びに保存文書の整理及び適正管理についての周知や研修

を実施します。

人事管理事務費[基本事業名 40202 不適切な事務処理および不祥事o(ゼロ)をめ

ざすコンブライアンスの推進}

[基本事業名 40203 人材育成の推進]

予算額・ (R2) 3 8， 1 7 9千円 → (R3). 4 0， 5 3 8千円

事業概要: r三重県職員人づくり基本方針j に基づき、自ら考え、未来を切り開

くための取組にも巣敢に挑戦できる人材育成を進めます。また、コンブ

ライアンスの推進に継続的に取り組むことにより、職員のコンブライア

ンス意識の向上を図ります。

職員健康管理運営費{基本事業名:40203 人材育成の推進]

予算額:(R2) 9 2， 9 4 4千円 → (R3) 9 6， 0 8 7千円

事業概要:健康診断等の健康管理事業や総合的なメンタルヘルス対策事業などを実

施し、織員自らがこころと体の健康づくりに取り組むことができるよう

支援します。



行政運営 3 行財政改革の推進による県財政の的確な運営

予算調整事務費{基本事業名:40301 持続可能な財政運営の推進]

予算額 (R2) 2， 1 0 5， 9 5 9千円 → (R3) 1， 2 3 2， 1 6 7千円

事業概要 予算編成、提出議案の作成等を行うとともに、財務会計・予算編成シ

ステムの運用を行います。また、企業会計への元利償還金相当額の繰

出しを行います。

電算管理費[基本事業名 40302 公平・公正な税の執行と税収の確保]

予算額:(R2) 3 3 9， 9 6 3千円 → (R3) 5 0 6， 0 0 0千円

事業概要 県税事務を効率的かつ適正、迅速に行うための総合税システムの運用

を行うとともに、税制改正に対応するための必婆な改修を行います。

滞納整理事務費[基本事業名 40302 公平・公正な税の執行と税収の確保}

予算額:ぼ2) 3 1， 3 4 5千円 → (R3) 4 2， 9 1 7千円

事業概要:滞納件数の大部分を占める自動車税や高額滞納事案等について、機動

的に滞納整理を行うとともにインターネット公売も活用することで、

収入米済額を縮減し税収の確保を図ります。また、新たに開始した預

貯金調査の電子化を推進し、滞納処分のさらなる早期着手を図ります。

県庁舎等維持修繕費[基本事業名:40303 最適な資産管理と職場環境づくり]

予算額 (R2) 1， 0 1 9， 0 4 6千円 → (R3) 1， 0 1 6， 1 7 7千円

事業概要.庁舎や職員公舎等の計画的な維持修繕を行います。

3 



行政運営6 スマート自治体の推進

(一部新)スマート自治体推進事業[基本事業名 40601 スマート自治体に向けた新し

い技術の活用]

予算額・ (R2) 6 4， 3 7 0 千円 → (R3) 1 7 7， 0 5 1千円

事業概要スマート改革の推進に向け、外部のデジタル専門人材の活用や織員の人

材育成に取り紐むとともに、 AI'RPA等の新たな技術を活用した業

務効率化を進めます。柔軟かつ弾力的な働き方の実現へ向け、在宅勤務

やモパイルワーク等の環境整備を進めます。

行政サービス提供事業[基本事業名 40602 1 C Tを活用した行政サービスの提供]

予算額 (R2) 2 2， 7 1 7 千円 → (R3) 2 3， 0 9 3千円

事業概要:県が所管する各種行政手続のオンライン化を進めるとともに、書面・押

印・対面といった制度・慣行の見直しを進め利便性向上に取り級みます。

民間での利活用につながる行政データを中心に公開し、全県的なデータ

手IJ活用の発展に取り組みます。

情報ネットワーク基盤維持管理費[基本事業名 40603 情報通信基擦の整備とセキュ

リティの確保}

予算額:(R2) 1， 0 0 8， 7 8 2 千円 → (R3) 6 2 4， 3 8 7千円

事業概要次期県情報ネットワークの安定運用に努めるとともに、デジタル化によ

る効果的・効率的な行政サービスの提供や生産性の向上を進めるための

環境の見直しのほか、新たなコミュニケーション基盤による業務効率化

に取り組みます。県と市町等の高度な情報セキュリティ対策を可能とす

る自治体情報セキュリテイクラウドの再構築に取り組みます。

1 T投資の効率化事業[基本事業名:40603 情報通信基盤の整備とセキュリティの確

保]

予算額 (R2) 2 0， 1 4 0 千円 → (R3) 1 6， 1 9 6千円

事業概要 各部局が保有している情報システムの適正化を図るため、外部専門家

の助言を受けながら、 PDCAサイクルによるシステムの審査、評価、

支援を行います。
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3 一部新規事業

級事業名 事業内容 事業費

「新たな日常Jに対応した地方の

デジタル化、行政サービスの提供

スマート自治体推進事業費
に向けて、デジタル技術に精通し

た外部人材を積極的に活用すると 77，682千円

同時に、職員の人材育成を集中的

に進めることにより、県の組織体

制を強化する。

国が進める自治体業務システムの

統一・標準化への対応や働き方改

スマート自治体促進事業費 革の推進等に向けて、県は、今後
10，976千円

市町がめざすべきネットワーク基

援・システムのあり方についての

検討・支援を実施する。

4 事業の見直し

総事業名 E見 明 事業費

事業をより効率的に実施するた

行政サービス提供事業費 め、地理空間情報活用推進事業

( 1日地理空間情報活用推進事 費と申請・届出オンライン受付
ほ2)2. 2， 7 1 7千円

業費) システム整備推進事業費を統合

( 1日申請・届出オンライン受付 する。
(R3) 2 3， 0 9 3千円

システム整備推進事業費) (リフォームによる削減効果は

152千円)

情報システム基皇室整備推進事

業費
事業をより効率的に実施するた

( 1日職員一人一台パソコン等
め、職員一人一台パソコン等運

運用管理費) (R2) 2 9 2， 9 3 0千円

( IB総合文書管理システム整
用管理費、総合文書管理システ

(R3) 1 4 1， 5 0 3千円
ム整備推進事業費と庁内情報共

備推進事業費)
有化推進事業費を統合します。

(1日庁内情報共有化推進事業

費)

職員の人材育成をより効率的・

スマート自治体推進事業費 効果的に実施するため、職員 IT
( 1日スマート自治体推進事業 リテラシ一向上事業費をスマー

(R2) 6 4， 9 1 9千円
費) ト自治体推進事業費に統合す

(旧職員 ITリテラシ一向上事業 る。
(R3) 1 7 7， 0 5 1千円 l

費) (リフォームによる削減効果は

45千円)
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